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【
以
善
会
レ
ポ
ー
ト
】
第
一
〇
弾 

斎
田
茂
先
の
歴
史
研
究 

＝
「
公
家
譜
牒
」
と
『
掛
川
誌
稿
』
＝ 

中
山
正
清 

は
じ
め
に 

斎

田

茂

先

と

い

え

ば

、

掛

川

藩

領

を

中

心

と

し

た

地

誌

『

掛

川

誌

稿

』

の

編

者

と

し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
「
斎
田
君
墓
銘
」
に
よ
れ
ば
、
茂
先
は
『
掛
川
領
志
』

（
『

掛

川

誌

稿

』

の

こ

と

）

だ

け

で

な

く

『

公

家

譜

牒

』
（
『

掛

川

市

史 

中

巻

』

は

『
太
田
家
譜
』
と
意
訳
）
の
編
纂
に
も
携
わ
っ
て
い
ま
す
。 

墓

銘

は

、
『
金

石

跋

』

二

巻

の

著

書

も

あ

る

と

記

し

て
い

ま

す

。
『

金

石

跋

』
は

現

在
に
伝
わ
っ
て
い
な
い
よ
う
で
具
体
的
な
内
容
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
金
属
や
石
な
ど

紙
以
外
の
素
材
に
記
さ
れ
た
文
（
墓
碑
、
鐘
銘
、
銭
文
な
ど
）
に
つ
い
て
何
ら
か
の
形

で
ま
と
め
た
も
の
で
し
ょ
う
。 

大

名

や

旗

本

の

家

譜

は

、

寛

政

十

一

年

（

一

七

九

九

）

か

ら

編

纂

が

始

ま

っ

た

『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
に
提
出
す
る
た
め
に
、
各
家
で
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
地

誌
は
享
和
元
年
（
一
八
〇
一
）
か
ら
幕
府
に
よ
る
編
纂
が
始
ま
り
、
諸
藩
な
ど
で
も
編

纂
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
金
石
文
の
研
究
は
十
八
世
紀
後
半
か
ら
盛
ん
に
な
っ
て
い
ま

す
１

。
十

八

世

紀

後

半

か

ら

十

九

世

紀

初

め

に

か

け

て

の

歴

史

研

究

の

動

向

に

沿

っ

て

、

茂
先
の
研
究
も
進
め
ら
れ
て
い
た
の
で
す
。 

 

一
、
太
田
資
愛
墓
誌 

 

ま
ず
、
掛
川
藩
主
太
田
資
愛
（
一
七
三
九
～
一
八
〇
五
）
の
墓
誌
を
め
ぐ
っ
て
示
さ

れ
た
斎
田
茂
先
の
考
え
を
み
て
み
ま
す
。
資
愛
の
死
去
後
の
文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）

二
月
二
十
一
日
に
松
崎
慊
堂
（
一
七
七
一
～
一
八
四
四
）
が
資
愛
の
墓
誌
を
記
し
た
の

で
す
が
、
茂
先
の
意
見
を
新
藩
主
の
資
順
（
一
七
八
三
～
一
八
〇
八
）
が
採
用
し
て
一

部
を
書
き
換
え
、
天
保
三
年
（
一
八
三
二
）
に
な
っ
て
慊
堂
が
元
に
戻
し
ま
し
た
。
慊

 

１ 

『
新
版
角
川
日
本
史
辞
典
』
（
角
川
書
店
、
一
九
九
六
年
）
「
金
石
文
」
項
。 
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堂
の
「
故
掛
川
城
主
従
四
位
下
侍
従
備
中
守
太
田
公
墓
誌
」
２

に
こ
の
間
の
事
情
が
記

さ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
「
墓
誌
」
は
題
名
に
続
け
て
「
代
。
旧
作
二

懸
河
一

。
出
二

於
斎
田
茂
先
議
一

。

今
改
」
つ
ま
り
「
（
慊

堂
が
資
愛
の
後
継
者
で

あ
る
資
順
の
）
代
り
に

記
し
た
。
も
と

は
斎
田
茂
先
の
意
見
に
よ
っ
て
懸
河
と
書
い
て
あ
っ
た
が
、
今
（
掛
川
と
い
う
表
記
に
）

改
め
る
」
と
あ
り
ま
す
。 

茂

先

は

『

掛

川

誌

稿

』

に

「

東

鑑

以

来

国

初

以

前

ノ

金

石

文

ニ

経

見

ス

ル

所

、

皆

懸
河
ノ
字
ニ
従
ヒ
伝
馬
御
朱
印
ヨ
リ
寛
永
ノ
頃
マ
テ
ハ
、
大
概
懸
河
ニ
作
レ
リ
ト
３

」

と
、
国
初
（
江
戸
幕
府
の
開
幕
）
以
前
の
金
石
文
を
見
る
と
寛
永
（
一
六
二
四
～
四
四
）

の
こ
ろ
ま
で
は
「
掛
川
」
で
は
な
く
「
懸
河
」
の
文
字
を
使
っ
て
い
た
と
記
し
て
い
ま

す
。
つ
ま
り
、
茂
先
の

主
張
は
、
「
懸
河
」
の
方
が
古
く
か
ら
使
わ
れ
た
由
緒
あ
る
表

記
だ
と
い
う
も
の
で
し
た
。 

 

 

ま
た
、
「
墓
誌
」
の

文
末
に
は
、
次
の
よ
う

な
意
味
の
文
が
載
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

筆
者
に
よ
る
大
意
を
示
し
ま
す
。 

 
 

右
の
墓
誌
は
、
余
（
慊
堂
）
が
書
い
て
提
出
し
た
と
き
、
近
習
の
斎
田
茂
先
は
す

こ
ぶ
る
故
事
を
知
っ
て
い
て
公
（
資
順
）
に
官
位
を
書
き
直
す
よ
う
に
申
し
上
げ

た
。
公
が
こ
の
意
見
を
採
用
し
た
の
で
、
余
は
そ
れ
以
上
主
張
せ
ず
に
退
出
し
た
。

今
に
な
っ
て
こ
の
件
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
と
、
官
名
は
実
体
の
あ
る
も
の
で
は

な
い
。
た
だ
、
そ
の

人

の
好
み
、
そ
の
家
の
習
い
に
よ
っ
て
「
○
○

守
」
「
○
○

正
」
と
名
乗
っ
て
い

る

に
す
ぎ
な
い
。
さ
ら
に

、
「
掛
川
」
を
「
懸
川
」
と
記
す

の
は
、
字
面
の
上
品
さ
に
よ
る
も
の
で
、
し
き
た
り
に
従
う
と
い
う
実
用
性
を
忘

れ
て
い
て
、
は
な
は
だ
も
の
ご
と
を
損
な
う
こ
と
で
あ
る
。
今
、
朱
筆
を
入
れ
て
、

後
人
が
悪
い
例
に
従
わ
な
い
よ
う
に
し
た
。 

 

慊
堂
が
記
し
た
資
愛
の
墓
誌
案
を
み
て
、
茂
先
は
「
掛
川
」
の
文
字
を
「
懸
河
」
ま

た
は
「
懸
川
」
と
改
め
、
ま
た
、
幕
府
の
役
職
（
京
都
所
司
代
、
加
判
列
〔
老
中
の
こ

と
〕
な
ど
）
で
は
な
く
朝
廷
の
官
職
（
従
五
位
下
備
後
守
、
従
四
位
下
侍
従
な
ど
）
を

優
先
す
る
よ
う
に
主
張
し
、
藩
主
の
資
順
が
こ
れ
を
採
用
し
た
の
で
す
が
、
茂
先
の
死

 

２ 

『
松
崎
慊
堂
全
集
』
（
冬
至
書
房
、
一
九
八
八
年
）
巻
十
。 

３ 

『
掛
川
誌
稿 

全
翻
刻
』
（
一
九
九
七
年
、
発
売
元
静
岡
新
聞
社
）
二
十
五
頁
。 
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後
、
慊
堂
は
茂
先
の
見
解
を
退
け
て
書
き
直
し
た
の
で
す
。 

 

藩
校
教
授
で
あ
る
慊
堂
の
記
し
た
墓
誌
に
茂
先
が
手
を
入
れ
た
の
は
、
茂
先
が
屋
代

弘
賢
（
一
七
五
八
～
一
八
四
一
）
の
も
と
で
研
鑽
に
励
ん
だ
自
信
と
、
そ
の
学
識
を
評

価
し
て
い
た
資
順
の
信
頼
に
よ
る
も
の
で
し
ょ
う
。
茂
先
が
懸
川
、
従
四
位
下
侍
従
の

よ
う
に
古
い
表
記
を
重
視
し
た
の
は
、
茂
先
が
国
学
者
で
あ
る
屋
代
弘
賢
の
弟
子
で
あ

り
、
日
本
の
古
典
を
重
視
す
る
国
学
者
と
し
て
の
主
張
だ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。 

 二
、
『
公
家
譜
牒
』 

ア
、
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
の
た
め
の
編
纂
か 

 

次
に
、
斎
田
茂
先
が
何
ら
か
の
過
失
で
左
遷
さ
れ
て
い
た
と
き
に
携
わ
っ
た
と
「
斎

田
君
墓
銘
」
が
記
し
て

い
る
『
公
家
譜
牒
』
に

つ
い
て
み
て
み
ま
す
。
『
公
家
譜
牒
』

は
主
家
太
田
家
の
家
譜

と
い
っ
た
意
味
で
、
『

掛
川
市
史
』
は
『
太
田
家
譜
』
と
意
訳

し
て
い
ま
す
４

が
、
他
に
も
『
太
田
家
譜
』
や
そ
れ
に
似
た
書
名
の
も
の
が
い
く
つ
か

あ
り
ま
す
か
ら
、
本
稿
で
は
「
墓
銘
」
の
記
す
ま
ま
『
公
家
譜
牒
』
と
記
し
ま
す
。 

太

田

家

は

何

の

た

め

に

『

公

家

譜

牒

』

を

編

纂

し

た

の

で

し

ょ

う

か

。

幕

府

は

寛

政
十
一
年
（
一
七
九
九
）
に
大
名
・
旗
本
の
系
譜
集
で
あ
る
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
の

編
纂
を
始
め
、
文
化
九
年
（
一
八
一
二
）
に
完
成
さ
せ
て
い
ま
す
５

。
太
田
家
の
『
公

家
譜
牒
』
は
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
用
に
提
出
す
る
た
め
の
も
の
だ
っ
た
と
推
測
で
き

ま
す
。
こ
の
頃
の
茂
先
は
二
十
代
後
半
か
ら
三
十
代
に
当
た
り
、
積
極
的
に
調
査
で
き

る
年
齢
で
し
た
。 

た

だ

、
『

公

家

譜

牒

』

そ

の

も

の

は

見

付

け

る

こ

と

が

で

き

ま

せ

ん

。

ま

た

、
『
寛

政
重
修
諸
家
譜
』
は
、
各
大
名
・
旗
本
か
ら
提
出
さ
れ
た
も
の
に
幕
府
の
担
当
者
が
手

を
入
れ
て
い
る
の
で
、
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』

の
太
田
家
の
記
述
の
う
ち
、
ど
こ
ま
で

茂
先
の
記
述
が
反
映
さ
れ
て
い
る
か
も
わ
か
り
ま
せ
ん
。 

 

と
は
い
え
、
「
斎
田

君
墓
銘
」
が
「
公
家
譜

牒
ヲ
掌
（
つ
か
さ
ど
）

リ
」
と
記
し
て

い
る
か
ら
に
は
、
茂
先
が
編
纂
の
中
心
だ
っ
た
こ
と
は
推
測
で
き
ま
す
。
何
ら
か
の
過

失
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
屋
代
弘
賢
門
下
で
あ
る
茂
先
に
代
わ
り
得
る
人
材
が
藩
内
に

 

４ 

『
掛
川
市
史 

中
巻
』
（
掛
川
市
、
一
九
八
四
年
）
九
百
八
十
二
頁
。 

５ 

前
掲
『
新
版
角
川
日
本
史
辞
典
』
「
寛
政
重
修
諸
家
譜
」
項
。 
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い
な
か
っ
た
た
め
、
茂
先
は
『
公
家
譜
牒
』
編
纂
に
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

以

下

、
『

寛

政

重

修

諸

家

譜

』

の
太

田

家

の

記

述
６

は

茂
先
ら

の

原
稿

が

ほ
ぼ

採
用

さ
れ
た
と
仮
定
し
て
、
そ
の
特
徴
を
み
て
い
き
ま
す
。 

 

イ
、
太
田
道
灌 

ａ

、
具
体
的
な
記
述
の
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』 

江

戸

城

を

築

き

文

武

両

道

の

名

将

と

さ

れ

る

太

田

道

灌

（

資

長

、

一

四

三

二

～

八

六
）
は
、
太
田
家
と
し
て
は
最
も
誇
ら
し
い
祖
先
だ
っ
た
は
ず
で
す
。
神
奈
川
県
伊
勢

原
市
の
大
慈
寺
に
は
、
資
順
が
絹
地
に
道
灌
の
肖
像
を
描
き
資
愛
が
道
灌
が
詠
ん
だ
と

さ

れ

る
和

歌
を

添

え

た

『
太

田

道

灌

画

像

』
（

伊

勢

原
市
指

定

文
化
財

）

が
あ
り
７

、

こ
こ
か
ら
も
後
世
の
太
田
家
が
道
灌
を
慕
っ
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。 こ

の

道

灌
に

つ

い

て

、
『
寛

永

諸

家

系

図

伝

』
８

と

『
寛
政

重

修
諸
家

譜

』

の

記
述

を
比
較
し
て
み
ま
す
。 

 

『
寛
永
諸
家
系
図
伝
』
は
、
掛
川
藩
太
田
家
の
祖
で
あ
る
太
田
資
宗
（
一
六
〇
〇
～

八
〇
）
が
編
纂
の
奉
行
だ
っ
た
だ
け
あ
っ
て
、
太
田
家
の
歴
代
に
つ
い
て
詳
し
く
記
し

て
い
て
、
道
灌
に
つ
い
て
も
多
く
の
文
字
数
を
費
や
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
は
江
戸
城
、

政
治
力
、
歌
道
な
ど
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
多
く
が
抽
象
的
な
表
現
で
す
。

こ
れ
に
対
し
、
『
寛
政

重
修
諸
家
譜
』
も
江
戸

城
、
戦
功
、
歌
道
な
ど
に
つ
い
て
記
し

て
い
ま
す
が
、
い
ず
れ
も
具
体
的
で
す
。 

 

『
寛
永
諸
家
系
図
伝

』
は
江
戸
城
に
つ
い
て

は
比
較
的
具
体
的
で
、
「
常
に
武
州
江

戸
の
城
に
住
す
。
城
内
に
閑
居
の
室
を
立
て
、
静
勝
軒
と
名
付
く
。
そ
の
西
に
望
め
ば

不
盡
の
雪
を
見
る
。
其
窓
を
名
付
け
て
含
雪
と
い
ふ
。
江
の
ほ
と
り
に
小
亭
を
た
て
ゝ
、

泊
船
と
名
付
く
」
（
読

み
や
す
い
よ
う
に
、
筆

者
が
適
宜
漢
字
を
当
て

た
。
以
下
の
引

 

６ 

『
新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜 

第
四
』
（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
六
四
年
）
三
百

六
十
九
～
三
百
八
十
二
頁
。 

７ 

伊
勢
原
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
『
い
せ
は
ら
文
化
財
サ
イ
ト
』
。 

８ 

『
寛
永
諸
家
系
図
伝 

第
三
』
（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
八
〇
年
）
三
十
五
～

四
十
六
頁
。 
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用
文
も
同
様
）
と
あ
り
ま
す
。 

 

一
方
、
『
寛
政
重
修

諸
家
譜
』
は
、
静
勝
軒

、
含
雪
、
泊
船
の
く
だ
り
も
あ
り
ま
す

が
、
そ
の
前
に
「
其
城
の
形
、
子
城
、
中
城
、
外
城
あ
り
。
石
を
も
つ
て
墻
と
な
し
、

塁
の
高
さ
十
余
丈
、
懸
崖
そ
び
え
立
、
其
め
ぐ
り
数
十
町
、
溝
塹
泉
脈
を
通
ぜ
り
。
鉄

を
も
つ
て
張
れ
る
門
二
十
五
あ
り
」
な
ど
と
、
堅
固
な
名
城
だ
っ
た
こ
と
を
よ
り
詳
し

く
記
し
て
い
ま
す
。 

 

政
治
・
軍
事
に
つ
い
て
は
、
『
寛
永
諸
家
系
図
伝
』
は
「
（
道
灌
の
主
君
の
扇
谷
上
杉
）

定
正
深
く
是
（
道
灌
の
こ
と
）
に
任
し
て
、
よ
ろ
づ
大
小
と
な
く
道
灌
に
問
い
聞
く
。

関
東
の
諸
家
心
を
道
灌
に
寄
せ
ず
と
い
ふ
者
な
し
。
関
西
の
諸
将
も
其
風
を
聞
ひ
て
、

靡
き
従
ふ
者
又
多
し
」
と
だ
け
記
し
て
い
て
、
具
体
的
な
出
来
事
に
は
触
れ
て
い
ま
せ

ん
。 

 

『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
の
場
合
は
、
今
川
義
忠
死
後
の
今
川
氏
の
内
紛
へ
の
介
入
、

上
杉
氏
と
対
立
し
た
長
尾
景
春
と
の
対
戦
な
ど
に
つ
い
て
合
戦
の
年
月
日
、
戦
果
な
ど

記
し
て
い
て
非
常
に
具
体
的
で
す
。 

 

和
歌
に
つ
い
て
『
寛

永
諸
家
系
図
伝
』
は
「

和
歌
を
好
む
」
「
そ
の

詠
め
る
所
の
家

の
集
二
十
一
巻
、
其
類

を
わ
け
て
碎
玉
類
題
と

号
す
」
「
江
戸
の
城
に

於
ひ
て
心
敬
等

を
招
き
寄
せ
て
、
和
歌
の
会
を
催
す
。
是
を
江
戸
歌
合
と
い
ふ
」
の
よ
う
に
記
さ
れ
て

い
ま
す
。 

 

こ
れ
に
対
し
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
は
、
歌
集
に
つ
い
て
は
「
資
長
が
歌
集
碎
玉
類

題
十
一
巻
今
亡
ぶ
。
平
安
紀
行
一
巻
、
花
月
百
首
一
巻
、
江
戸
歌
合
一
巻
今
み
な
伝
わ

れ
り
」
と
、
散
逸
し
た
も
の
と
残
っ
て
い
る
も
の
を
そ
れ
ぞ
れ
記
載
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
道
灌
が
上
洛
し
た
と
き
に
御
花
園
天
皇
か
ら
武
蔵
野
や
都
鳥
に
つ
い
て
尋
ね
ら
れ
、

道
灌
が
「
露
置
か
ぬ
か

た
も
あ
り
け
り
夕
立
の

空
よ
り
広
き
武
蔵
野
の

原
」
「
わ
が
庵

は
松
原
続
き
海
近
く
富

士
の
高
嶺
を
軒
端
に
ぞ

見
る
」
「
年
ふ
れ
ど
我

ま
だ
知
ら
ぬ
都

鳥
隅
田
川
原
に
宿
は
あ
れ
ど
も
」
と
答
え
た
と
、
具
体
的
に
和
歌
を
示
し
て
記
し
て
い

ま
す
。 

 

道
灌
の
死
に
つ
い
て

、
『
寛
永
諸
家
系
図
伝

』
に
は
「
文
明
十
八
年
七
月
廿
八
日
、

相
州
糟
屋
定
正
が
館
に
入
て
卒
す
」
と
だ
け
あ
り
ま
す
。
一
方
、
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』

は
「
山
内
顕
定
、
扇
谷
定
政
が
兵
威
を
挫
か
ん
が
た
め
、
人
を
し
て
道
灌
を
讒
せ
し
む
。

こ
れ
よ
り
定
政
、
道
灌
を
疑
ひ
、
七
月
二
十
六
日
相
模
国
糟
屋
の
館
に
於
い
て
殺
害
せ
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ら
る
」
と
、
道
灌
が
殺
害
さ
れ
た
背
景
も
記
し
て
い
ま
す
。 

 

以
上
の
よ
う
に
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
は
非
常
に
具
体
的
で
す
が
、
そ
の
た
め
に
は

出
典
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
り
、
編
者
つ
ま
り
斎
田
茂
先
ら
は
軍
事
、
和
歌
等
に
関
す
る

多
く
の
文
献
に
あ
た
っ

た
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま

す
。
『
群
書
類
従
』
な

ど
の
編
纂
に
か

か
わ
り
、
自
ら
も
蔵
書
家
と
し
て
知
ら
れ
た
屋
代
弘
賢
に
師
事
し
た
茂
先
が
、
弘
賢
や

そ
の
周
辺
の
人
達
の
手
助
け
を
借
り
て
、
太
田
家
に
関
す
る
文
献
を
探
し
出
し
て
い
た

こ
と
が
、
想
像
で
き
る
で
し
ょ
う
。 

 

ｂ
、
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
山
吹
の
説
話 

 

太
田
道
灌
と
い
え
ば
、
山
吹
の
説
話
が
有
名
で
す
。
狩
り
の
途
中
で
雨
に
降
ら
れ
た

道
灌
が
、
蓑
を
借
り
よ
う
と
あ
る
一
軒
家
に
寄
っ
た
と
こ
ろ
、
出
て
き
た
少
女
が
「
七

重
八
重
花
は
咲
け
ど
も
山
吹
の
実
の
ひ
と
つ
だ
に
な
き
ぞ
か
な
し
き
」
と
詠
ん
で
引
っ

込
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。
道
灌
は
そ
の
意
味
が
わ
か
ら
ず
に
怒
っ
て
引
き
上
げ
た
の
で

す
が
、
家
来
が
「
少
女
の
詠
ん
だ
歌
は
、
山
吹
と
い
う
の
は
美
し
い
花
を
咲
か
せ
る
の

で
す
が
、
実
が
な
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
『

実
の
ひ
と
つ
だ
に
な
き
』
と
い
う
の
に

掛
け
て
、
蓑
が
一
つ
も
な
い
と
言
い
た
か
っ
た
の
で
す
」
と
説
明
す
る
と
、
道
灌
は
お

の
れ
の
無
学
を
反
省
し
て
、
和
歌
の
道
に
励
ん
だ
と
い
う
話
で
す
。 

し

か

し

、

こ

の

話

は

『

寛

永

諸

家

系

図

伝

』

に

も

『

寛

政

重

修

諸

家

譜

』

に

も

載

せ
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

広
く
流
布
し
た
と
さ
れ

る
『
常
山
紀
談
』
（
元
文
四
年
〈
一
七

三
九
〉
成
立
）
に
は
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
９

か
ら
、
斎
田
茂
先
ら
も
こ
の
話
を
知
っ
て

い
た
は
ず
で
す
が
。 

山
本
和
明
「
七
重
八
重
花
は
咲
け
ど
も…

–

『
太
田
道
灌
雄
飛
録
』
に
み
る
物
語
化

の
〈
論

理
〉
」
１

０

は
、
「
十

八
世
紀

初
頭

ま
で

は
、

少
な
く

と
も
ま
だ

（
※

山
吹
の
歌

と
）
道
灌
と
結
び
付
い
て
い
な
か
っ
た
と
し
て
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
記
し

て
い
ま
す
。
同
論
文
の
筆
者
の
調
べ
で
は
、
正
徳
二
年
（
一
七
一
二
）
の
自
序
の
あ
る

 

９ 

湯
浅
常
山
著
、
森
銑
三
校
訂
『
常
山
紀
談 

上
巻
』
（
岩
波
文
庫
、
一
九
三
八
年
）

三
十
六
～
三
十
七
頁
。 

１

０ 

『
国
文
学
研
究
ノ
ー
ト
』
（
神
戸
大
学
「
研
究
ノ
ー
ト
の
会
」
、
一
九
九
一
年
）
所

収
。 
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『
和
漢
三
才
図
会
』
で
初
め
て
、
道
灌
と
山
吹
の
歌
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
登
場
す
る
と
い

い
ま
す
。 

『

寛

政

重

修

諸

家

譜

』

が

こ

の

説

話

を

採

用

し

な

か

っ

た

の

は

、

同

論

文

の

よ

う

な
考
証
を
斎
田
茂
先
あ
る
い
は
幕
府
の
編
纂
官
が
行
っ
た
た
め
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

合
理
的
な
思
考
の
も
と
に
編
纂
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。 

 

ｃ

、
「
太
田
資
武
書
状
」
の
入
手 

 

次
に
、
『
寛
政
重
修

諸
家
譜
』
に
は
間
に
合
わ
な
か
っ
た
も
の
の
、

貴
重
な
書
状
を

茂
先
が
入
手
し
た
こ
と
を
紹
介
し
ま
す
。
も
う
数
年
早
く
入
手
で
き
て
い
れ
ば
、
必
ず

や
同
書
に
反
映
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
史
料
で
す
。
茂
先
に
よ
る
史
料
収
集
活
動
の
一
端
も

う
か
が
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

練
馬
郷
土
史
研
究
会
編
集
の
『
太
田
氏
関
係
文
書
集 

第
四
』
１

１

は
、
「
斎
田
茂
先

本
」
と
し
て
二
通
の
太
田
資
武
書
状
を
載
せ
て
い
ま
す
。
一
通
（
文
書
番
号
一
三
三
）

は
資
武
の
父
の
資
正
（

三
楽
斎
）
、
も
う
一
通

（
一
三
四
）
は
道
灌
の

事
績
に
つ
い
て

記
し
て
い
ま
す
。
二
通
と
も
太
田
資
宗
宛
て
で
年
未
詳
で
す
。 

『

太

田

氏

関

係

文

書

集 

第

四

』

所

収

の

前

島

康

彦

「

太

田

安

房

守

資

武

書

状

に

つ

い

て

」

に

よ

る

と

、

資

武

書

状

の

末

尾

に

以

下

の

識

語

が

あ

る

と

記

し

て

い
ま

す

１

２

。 

  
 

房
州
書
状
二
通
今
在
小
川
坊
（
彦
十
郎
殿
事
）
秘
庫 

壬
申
春
日
使
侍
臣
尊
摹
之

所
賜
也 

茂
先 

文
化
甲
戌
七
月
朔
、
以
斎
田
茂
先
本
伝
写 

 

中
山
信
名 

 
 

つ

ま

り

、

彦

十

郎

と

い

う

者

が

秘

蔵

し

て

い

た

資

武

の

書

状

二

通

を

、

壬

申

（

文

化
九
〔
一
八
一
二
〕
年
）
に
春
日
使
侍
臣
が
写
し
、
そ
れ
を
茂
先
が
賜
り
、
さ
ら
に
文

 

１

１ 

『
太
田
氏
関
係
文
書
集 

第
四
』
（
練
馬
郷
土
史
研
究
会
、
一
九
六
四
年
）
。 

１

２ 

三
十
頁
。 
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化
甲
戌
（
十
一
年
）
に

中
山
信
名
が
写
し
た
、

と
あ
り
ま
す
。
「
太
田
安
房
守
資
武
書

状
に
つ
い
て
」
は
、
こ
の
茂
先
に
つ
い
て
「
当
時
水
戸
藩
に
仕
え
て
い
た
」
と
記
し
て

い

ま

す
１

３

。
『

水

府

系

纂
総

目

録

』
１

４

に

斎

田

姓
の
四

人
の
名

前

が
あ

り

、
水

戸
藩

士
に
斎
田
氏
が
い
た
こ
と
は
確
か
で
す
。
し
か
し
、
掛
川
藩
士
の
斎
田
茂
先
が
太
田
家

の
家
譜
編
纂
に
従
事
し
て
い
た
の
で
す
か
ら
、
こ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
「
斎
田
茂
先
」

は
掛
川
藩
士
の
斎
田
茂
先
と
す
る
べ
き
と
考
え
ま
す
。 

「
太

田
資

武
書

状
」

を
秘
蔵

し
て

い
た

彦
十

郎
も
斎

田
氏
と
い

う
こ
と

で
す
１

５

が
、

ど
ん
な
人
物
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
書
状
を
写
し
た
春
日
使
侍
臣
と
い
う
の
は
持
明
院

家
の
家
司
だ
と
推
測
で

き
ま
す
。
「
春
日
使
」

は
春
日
大
社
の
祭
礼
で

あ
る
春
日
祭
に

遣
わ
さ
れ
た
勅
使
で
、
藤
原
氏
の
近
衛
中
少
将
が
あ
て
ら
れ
ま
し
た
。
持
明
院
家
の
当

主
は
代
々
近
衛
少
将
や
中
将
を
務
め
て
い
ま
す
か
ら
「
春
日
使
」
は
持
明
院
家
の
当
主

で
あ
り
、
こ
の
当
主
が
書
道
の
弟
子
で
太
田
家
の
家
臣
で
あ
る
茂
先
に
贈
っ
た
と
考
え

ら
れ
ま
す
。 

書

状

の

宛

先

は

掛

川

藩

主

太

田

家

の

祖

の

太

田

資

宗

で

す

か

ら

、

茂

先

は

主

家

の

太
田
家
か
ら
失
わ
れ
て

い
た
書
状
を
入
手
し
た

こ
と
に
な
り
ま
す
。
し

か
し
、
『
寛
政

重
修
諸
家
譜
』
は
文
化
九
年
十
一
月
に
編
纂
の
総
裁
堀
田
正
敦
の
序
文
が
あ
り
、
こ
の

時
点
で
完
成
し
た
と
い
え
ま
す
。
茂
先
が
書
状
の
写
し
を
入
手
で
き
た
の
が
同
年
七
月

で
す
か
ら
、
同
書
に
書
状
を
反
映
さ
せ
る
の
に
は
間
に
合
わ
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。 

茂

先

か

ら

書

状

を

写

さ

せ

て

も

ら

っ

た

中

山

信

名

（

一
七

八

七

～

一

八

三

六

）

は

、

常
陸

出
身

で
塙

保
己

一

に
入

門
し

た
国

学
者

で

す
１

６

。
同
じ

保
己
一
門

下

で
あ
る
屋

代
弘
賢
の
伝
手
で
、
茂
先
か
ら
写
さ
せ
て
も
ら
っ
た
の
だ
と
推
測
で
き
ま
す
。 

 

ｄ
、
間
に
合
わ
な
か
っ
た
「
当
方
滅
亡
」 

 

こ
の
「
太
田
資
武
書

状
」
、
特
に
道
灌
の
事

績
に
つ
い
て
記
し
た
一

通
（
文
書
番
号

一
三
四
）
に
は
、
道
灌
の
死
に
つ
い
て
興
味
深
い
記
述
が
あ
り
ま
す
。
以
下
に
原
文
を

 

１

３ 

三
十
一
頁
。 

１

４ 

国
文
学
研
究
資
料
館
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
。 

１

５ 

前
掲
「
太
田
安
房
守
資
武
書
状
に
つ
い
て
」
三
十
一
頁
。 

１

６ 

『
日
本
史
人
物
辞
典
』
（
山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
）
「
中
山
信
名
」
項
。 
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示
し
ま
す
。 

  
 

一
道
灌
ハ
文
明
十
八
年
丙
午
七
月
廿
六
日
五
十
五
歳
に
て
還
行
之
由
、
慥
被
為
聞

之
段
被
仰
越
、
拙
者
右
申
進
候
も
其
通
に
御
座
候
。
扨
又
、
死
去
之
正
説
ハ
、
風

呂
屋
に
て
風
呂
之
小
口
迄
被
出
候
時
、
曽
我
兵
庫
と
申
者
太
刀
付
、
被
切
倒
な
か

ら
、
当
方
滅
亡
と
最
後
の
一
言
。
其
時
代
ニ
ハ
都
鄙
以
無
隠
由
、
親
度
々
物
語
仕

候
。 

彼
曽
我
兵
庫
ハ
、
道
灌
重
恩
ヲ
為
蒙
に
て
御
座
候
へ
と
も
、
官
領
ゟ
之
貴
命
無
拠

故
歟
、
右
之
仕
合
に
候
。
道
灌
如
一
言
、
扇
谷
御
家
も
無
時
刻
相
果
、
河
越
も
属

北
条
之
手
ニ
申
候
。
此
物
か
た
り
、
少
々
詞
も
難
述
、
長
き
事
に
て
御
座
候
、
存

通
ハ
不
被
申
候
事
。 

  

つ
ま
り
、
道
灌
は
扇
谷
（
定
正
）
が
遣
わ
し
た
曽
我
兵
庫
に
よ
っ
て
風
呂
場
で
切
ら

れ
、
「
当
方
滅
亡
」
と

言
い
残
し
て
息
絶
え
ま

し
た
。
そ
し
て
、
こ
の

言
葉
通
り
に
当

方
（
扇
谷
家
）
は
間
も
な
く
亡
ん
だ
、
と
い
う
の
で
す
。 

 

こ
れ
を
書
い
た
資
武

に
つ
い
て
『
藩
翰
譜
』

は
、
「
三
楽
（
※
資
正
）
が
、
後
に
常

陸
に
て
ま
う
け
し
子
、
太
田
安
房
守
（
※
資
武
）
と
い
ふ
は
、
三
河
守
殿
（
※
結
城
秀

康
）
に
仕
へ
て
、
越
前
国
に
あ
り
、
彼
れ
太
田
の
嫡
流
に
し
て
、
頼
政
よ
り
道
灌
に
至

る
ま
で
の
系
図
、
並
ひ
に
其
家
の
重
宝
、
悉
く
安
房
守
が
子
孫
の
家
に
伝
へ
た
り
」
と

記
し
て
い
て
１

７

、
道
灌
の
嫡
系
の
人
物
で
す
。 

 

こ
う
し
た
人
物
の
証
言
で
、
し
か
も
興
味
深
い
内
容
な
の
で
、
茂
先
と
し
て
は
ぜ
ひ

『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
に
採
用
し
た
か
っ
た
で
し
ょ
う
が
、
間
に
合
わ
な
か
っ
た
の
で

す
。 

 

で
は
、
こ
の
書
状
を

受
け
取
っ
た
資
宗
は
、
『
寛
永
諸
家
系
図
伝
』
編
纂
の
奉
行
で

あ
っ
た
の
に
、
な
ぜ
反
映
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
書
状
に
は
年
が
記
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
が
、
前
掲
の

の
前
島
康
彦
「
太
田
安

房
守
資
武
書
状
に
つ
い
て
」
は
、
「
寛

永
十
六
、
十
七
年
か
ら
廿
年
ま
で
の
間
に
認
め
ら
れ
た
も
の
と
み
て
よ
い
」
と
考
察
し

 

１

７ 

『
校
刻
藩
翰
譜 

巻
三
』
（
吉
川
半
七
、
一
八
九
六
年
）
三
十
一
～
三
十
二
頁
。 
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て
い
ま

す
１

８

。
寛
永

十
八

年
に
着

手
、

同
二

十
年

に
完
成

し
た
『
寛
永
諸

家
系
図

伝
』

に
は
間
に
合
わ
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

な

お

、

資

武

の

父

の

資

正

（

三

楽

斎

、

一

五

二

二

～

九
一

）

は

武

勇

の

誉

れ

高
く

、

扇
谷
上
杉
氏
の
重
臣
で
武
蔵
岩
槻
城
主
と
し
て
北
条
氏
康
や
武
田
信
玄
と
戦
い
ま
し
た

が
、
永
禄
七
年
（
一
五
六
四
）
の
国
府
台
の
戦
い
に
敗
れ
て
城
を
失
い
ま
し
た
。
後
に

佐
竹
義
重
に
属
し
て
武
蔵
奪
還
を
う
か
が
い
ま
し
た
が
、
天
正
十
八
年
（
一
五
九
〇
）

に
小
田
原
の
陣
に
豊
臣
秀
吉
を
訪
ね
、
翌
年
死
去
し
ま
し
た
１

９

。 

前

掲

「

太

田

安

房

守

資

武

書

状

に

つ

い

て

」

に

よ

る

と

、

紀

州

藩

主

徳

川

頼

宣

（
一
六
〇
二
～
七
一
）
の
要
望
に
よ
っ
て
、
資
正
の
事
績
に
つ
い
て
資
宗
が
資
武
に
問

い
合
わ
せ
、
そ
の
回
答
が
こ
の
書
状
と
い
う
こ
と
で
す
２

０

。 

書

状

を

記

し

た

太

田

資

武

（

一

五

七

〇

～

一

六

四

三

）

は

、

常

陸

の

片

野

城

主

で

し
た

が
後
に
徳

川
家

康

の
二

男
結

城
秀

康
に

仕
え
て

越
前

で
死
去
し
て

い
ま
す
２

１

。

『
太
田
氏
関
係
文
書
集
』
第
四
所
収
の
前
島
康
彦
「
岩
付
城
主
太
田
氏
衰
亡
論
」
に
よ

る
と
、
資
武
の
子
孫
は
、
貞
享
三
年
（
一
六
八
六
）
に
越
前
藩
を
離
れ
て
浪
人
し
、
享

保
十
六
年
（
一
七
三
一
）
に
断
絶
し
た
と
み
ら
れ
る
と
い
い
ま
す
２

２

。 

 

ｅ

、
道
灌
研
究
の
現
在 

 

こ
こ
ま
で
の
太
田
道
灌
に
関
す
る
本
稿
の
記
述
は
、
あ
く
ま
で
も
十
九
世
紀
前
半
の

『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
編
纂
段
階
の
も
の
で
す
。
史
料
の
収
集
と
史
料
批
判
の
厳
密
化

が
進
ん
だ
現
在
で
は
、
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』

の
記
述
に
も
多
く
の
疑

問
が
提
示
さ
れ

て
い

ま
す

。
黒

田
基

樹

著
『

太
田

道
灌

と
長

尾

景
春
』
２

３

に
よ
っ
て
具
体

的
に
み
て

い
き
ま
す
。 

ま

ず

、

道

灌

の

元

服

後

の

実

名

と

さ

れ

て

い

た

「

持

資

」

は

「

後

世

の

創

作

と

み

 

１

８ 

二
十
七
～
二
十
八
頁
。 

１

９ 

『
戦
国
人
名
事
典 

コ
ン
パ
ク
ト
版
』
（
新
人
物
往
来
社
、
一
九
九
〇
年
）
「
太
田

資
正
」
項
。 

２

０ 

二
十
九
～
三
十
頁
。 

２

１ 

『
戦
国
人
名
事
典 

コ
ン
パ
ク
ト
版
』
「
太
田
資
武
」
項
。 

２

２ 

四
十
～
四
十
三
頁
。 

２

３ 

戎
光
祥
出
版
、
二
〇
二
〇
年
。 
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ら
れ
る
」
と
い
い
、
そ
の
後
に
名
乗
っ
た
と
さ
れ
て
い
た
「
資
長
」
に
つ
い
て
は
「
資

長
が
道
灌
と
同
一
人
物
で
あ
っ
た
可
能
性
は
、
必
ず
し
も
否
定
し
き
れ
な
い
。
し
か
し
、

そ
の
花
押
型
が
道
灌
の
も
の
と
は
異
な
る
た
め
、
同
一
人
物
と
確
定
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
状
況
に
あ
る
」
と
い
い
ま
す
２

４

。 

道
灌
の
が
和
歌
を
嗜
ん

だ
こ
と
に
つ
い
て
は
、
「
道
灌
の
作
品
と
伝
え
ら
れ
て
い
る

も
の
に
は
、
和
歌
集
で
①
『
慕
景
集
』
、
②
『
異
本
慕
景
集
』
、
③
『
花
月
百
首
』
、
紀

行
文
で
④
『
平
安
紀
行
』
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
①
や
④
に
つ
い
て
は
早
い
段
階

か
ら
道
灌
の
名
に
仮
託
し
た
偽
作
、
あ
る
い
は
ま
っ
た
く
の
創
作
と
い
う
の
が
共
通
の

理
解
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
に
つ
い
て
は
、
意
見
が
分
か
れ
て
い
た
状
況
も
あ
っ
た
が
、

近
年
の
研
究
に
よ
っ
て
い
ず
れ
も
偽
作
と
み
る
こ
と
で
決
着
が
つ
い
て
い
る
」
と
な
ど

と
否
定
し
て
い
ま
す
２

５

。 

ま
た
、
道
灌
が
上
洛
し

た
こ
と
も
、
「
道
灌
の
上
洛
を
示
す
確
実
な
史
料
は
、
現
在

の
と

こ
ろ

一
つ

と
し

て

存
在

し
て

い
な

い
と

い

う
の
が
現

状
で
あ
る

」
２

６

と
し
、
山

吹
の
説
話
に
つ
い
て
は

前
述
し
ま
し
た
が
、
『

太
田
道
灌
と
長
尾
景
春
』
で
も
「
こ
の

話
は
子
孫
が
作
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
ま
さ
に
江
戸
の
地
域
社
会
の
な
か
で
作
り
出
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
」
と
記
し
、
史
実
で
は
な
い
と
し
て
い
ま
す
２

７

。 

掛

川

藩

主

太

田

家

と

直

接

関

係

す

る

こ

と

で

は

、

同

書

は

「

道

灌

か

ら

一

、

二

世

代
に
つ
い
て
は
確
実
な
史
料
が
少
な
い
た
め
、
そ
の
子
孫
の
系
譜
に
つ
い
て
は
不
明
な

点
が
少
な
く
な
い
」
と

し
て
、
『
寛
政
重
修
諸

家
譜
』
の
道
灌
か
ら
重

正
ま
で
の
系
譜

を
そ
の
ま
ま
信
用
し
て
い
い
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
示
唆
し
て
い
ま
す
２

８

。 

つ

ま

り

、

江

戸

時

代

か

ら

信

じ

ら

れ

て

い

た

道

灌

像

は

、

多

く

が

フ

ィ

ク

シ

ョ

ン

だ
と
い
う
の
で
す
。
と
は
い
え
、
多
く
の
和
書
を
集
め
た
『
群
書
類
従
』
が
完
成
（
文

政
二
年
〈
一
八
一
九
〉
）
し
た
頃
、
道
灌
の
言

動
に
関
す
る
史
料
を
精

力
的
に
集
め
、

取
捨
選
択
し
て
ま
と
め
た
斎
田
茂
先
ら
の
仕
事
を
、
多
く
の
史
料
を
容
易
に
閲
覧
で
き

研
究
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
い
る
現
在
の
水
準
か
ら
み
て
あ
げ
つ
ら
う
べ
き
で
な
い
の
は

 

２

４ 

二
十
八
～
三
十
一
頁
。 

２

５ 

二
百
七
～
二
百
八
頁
。 

２

６ 

二
百
十
九
～
二
百
二
十
頁
。 

２

７ 

二
百
十
八
～
二
百
十
九
頁
。 

２

８ 

三
十
八
頁
。 
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い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

ウ
、
家
康
の
側
室
英
勝
院 

 

太
田
家
の
系
譜
を
語
る
上
で
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
重
要
人
物
の
一
人
に
、
家
康
の
側

室
と
な
っ
た
英
勝
院
（
於
勝
、
於
梶
、
一
五
七
八
～
一
六
四
二
）
が
い
ま
す
。
英
勝
院

は
太
田
康
資
の
女
で
、
掛
川
藩
主
太
田
家
の
祖
で
あ
る
重
正
の
兄
弟
。
徳
川
家
康
の
側

室
と
な
り
女
子
を
産
ん
だ
の
で
す
が
女
子
は
早
世
し
、
後
に
水
戸
藩
主
と
な
る
頼
房
の

養
母

と
な

っ
た

女
性

で

す
２

９

。
神
君

家
康

の
側

室

、
水
戸
頼

房
の

養
母
で

す
か
ら
、

太
田
家
の
系
譜
を
飾
る
の
に
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
斎
田
茂
先
は
、
こ
の
英
勝
院
の
年
譜
も

手
に
入
れ
て
い
ま
し
た
。 

愛
知
県
西
尾
市
の
岩
瀬

文
庫
に
は
、
『
太
田
家

譜
並
法
号
録
』
と
し
て

『
御
代
々
御

来
歴
暨

御
法
号
』
『
道
灌
公
小
伝
』
『
道
淳
公
貴
号
考
』
『
英
勝
院
夫
人
年
譜
』
『
英
勝
院

様
御
伝
・
太
田
家
譜
略
鈔
』
が
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
『
英
勝
院
夫
人
年
譜
』

に
は
本
文
末
に
「
文
化

己
巳
冬
稿
」
（
文
化
六

年
〔
一
八
〇
九
〕
冬
に

原
稿
が
で
き
あ

が
っ
た
）
と
あ
り
、
巻
末
に
朱
書
で
「
壬
申
二
月
下
浣
令
柴
田
耕
蔵
抄
之
晦
前
一
日
／

茂
先
一
校
」
つ
ま
り
、
壬
申
（
文
化
九
年
）
二
月
下
旬
に
（
茂
先
が
）
柴
田
耕
蔵
に
こ

れ
を
写
さ
せ
晦
日
の
前
日
に
終
え
、
茂
先
が
本
文
と
照
ら
し
合
わ
せ
た
旨
が
記
さ
れ
て

い
ま
す
。 

ま

た

、

明

治

二

十

年

（

一

八

八

七

）

十

月

二

十

八

日

に

旧

掛

川

藩

士

の

矢

部

潤

が

記
し
た
紙
片
も
貼
付
さ
れ
て
い
て
、
そ
こ
に
は
「
右
英
勝
院
夫
人
年
譜
水
士
岡
崎
氏
正

忠
所
撰
我
藩
斎
田
君
茂

先
使
門
生
謄
而
所
自
校

者
（
以
下
略
）
」
と
あ
り
ま
す
。
こ
こ

か
ら
『
英
勝
院
年
譜
』
は
水
戸
藩
士
岡
崎
正
忠
の
著
で
、
柴
田
耕
蔵
は
茂
先
の
「
門
生
」

（
門
下
生
）
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
水
戸
藩
の
岡
崎
正
忠
が
文
化
六

年
に
著
し
た
『
英
勝
院
年
譜
』
を
、
同
九
年
に
茂
先
が
門
下
生
の
柴
田
耕
蔵
に
写
さ
せ

た
の
で
す
。 

『
寛
永
諸
家
系
図
伝
』
３

０

『
藩
翰
譜
』
３

１

と
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
の
英
勝
院
に

 

２

９ 

前
掲
『
戦
国
人
名
事
典 

コ
ン
パ
ク
ト
版
』
「
英
勝
院
」
項
。 

３

０ 

前
掲
『
寛
永
諸
家
系
図
伝 

第
三
』
四
十
～
四
十
二
頁
。 

３

１ 

前
掲
『
校
刻
藩
翰
譜
』
三
十
二
頁
。 
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つ
い
て
の
記
述
を
比
べ
る
と
、
関
ヶ
原
の
戦
い
（
一
六
〇
〇
年
）
の
際
に
英
勝
院
が
戦

場
ま
で
家
康
の
お
供
を
し
、
勝
利
し
た
こ
と
か
ら
名
前
を
梶
か
ら
勝
に
改
め
る
よ
う
に

と
家
康
か
ら
命
じ
ら
れ

た
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
が

、
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
で
新
た
に
加

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
『

英
勝
院
年
譜
』
に
こ
れ

ら
の
話
は
記
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
か
ら
、

『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
の
記
述
に
影
響
を
与
え
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
よ
う
で
す
。 

 

と
は
い
え
、
太
田
家
の
家
譜
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
可
能
な
限
り
の
史
料
を
集
め
よ

う
と
し
て
い
た
茂
先
の
熱
心
な
姿
勢
を
こ
こ
に
も
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

エ
、
太
田
駒
千
代 

ａ

、
熱
海
旅
行 

 

次
は
、
斎
田
茂
先
を
含
む
一
行
が
、
わ
ず
か
十
二
歳
で
無
念
の
死
を
遂
げ
た
太
田
駒

千
代
を
〝
再
発
見
〟
し
、
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
に
採
用
さ
れ
た
こ
と
を
み
て
み
ま
す
。 

松
崎

慊
堂

の

「
游

豆
小

志
」
３

２

は

、
太

田
資

順

の
弟
資

言
（
一

七
八
三
～

一
八
一

〇
）
ら
が
文
化
五
年
（
一
八
〇
五
）
夏
に
伊
豆
国
熱
海
に
遊
ん
だ
こ
と
を
記
し
て
い
ま

す
。
供
は
斎
田
茂
先
（

当
時
の
名
は
茂
利
）
、

松
崎
慊
堂
、
長
塩
信
方

ら
九
人
と
医
師

二
人
の
計
十
一
人
。 

こ

の

文

で

慊

堂

は

、

資

言

の

こ

と

を

「

含

雪

公

子

」

と

記

し

て

い

ま

す

。

将

軍

の

世

子

は
江

戸

城

西

の

丸

に

住

ん

だ

の

で

す

が

、

道

灌

が

江

戸

城

の

西

に

臨

む

建

物
を

「
含
雪
」
と
名
付
け
た
の
に
ち
な
ん
で
、
掛
川
藩
の
世
子
だ
っ
た
資
言
を
こ
の
よ
う
に

呼
ん
だ
の
で
し
ょ
う
。 

さ

て

、

一

行

は

四

月

十

八

日

に

江

戸

・

西

窪

の

藩

邸

を

出

発

し

、

二

十

日

に

熱

海

に
到
着
。
温
泉
を
楽
し
む
と
と
も
に
、
釣
り
を
し
た
り
舟
を
雇
っ
て
浦
々
の
景
観
を
眺

め
た
り
寺
社
を
訪
ね
た
り
と
、
思
い
思
い
に
く
つ
ろ
ぎ
ま
し
た
。
特
に
茂
先
の
活
動
は

活
発
で
、
初
島
に
渡
っ
た
り
、
弦
巻
山
の
駒
形
堂
に
あ
っ
た
馬
を
刻
ん
だ
石
の
拓
本
を

採
っ
た
り
し
ま
し
た
。 

の

ど

か

な

日

々

を

過

ご

し

た

後

の

五

月

九

日

、

一

行

は

同

地

に

あ

る

医

王

寺

の

太

田
駒
千
代
の
墓
に
詣
で
て
い
ま
す
。
駒
千
代
は
太
田
道
灌
の
曽
孫
に
当
た
る
康
資
の
息

子
で
、
永
禄
年
中
に
北

条
氏
康
の
た
め
に
十
三

歳
で
殺
さ
れ
た
と
、
「

游
豆
小
志
」
は

 

３

２ 

前
掲
『
松
崎
慊
堂
全
集
』
巻
二
十
一
。 
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記
し
て
い
ま
す
。
五
月
十
三
日
に
熱
海
を
発
ち
同
十
五
日
に
西
窪
藩
邸
に
帰
り
ま
し
た
。 

 

慊
堂
も
資
言
が
駒
千

代
の
墓
に
詣
で
た
の
に

従
っ
て
い
て
、
「
医
王
寺
閬
樹
公
墓
」

３

３

と
い

う
文
も
残

し
て

い

ま
す

。
閬

樹
公

と
い

う

の
は
駒
千

代
の
こ
と

で
す
。

そ
こ

で
は
墓
地
に
つ
い
て
「
木
こ
り
や
牛
飼
い
が
勝
手
に
入
り
込
み
、
犬
や
ウ
サ
ギ
が
歩
き

回
っ
て
い
る
」
と
、
荒
れ
果
て
た
様
子
を
描
写
し
、
こ
れ
を
見
た
資
言
は
「
こ
の
日
は

惨
め
な
気
持
ち
で
楽
し
む
こ
と
は
な
か
っ
た
」
と
記
し
て
い
ま
す
。 

 

ｂ
、
駒
千
代
の
〝
再
発
見
〟 

 

こ
の
太
田
駒
千
代
の
名
前
は
、
『
寛
永
諸
家

系
図
伝
』
や
『
藩
翰
譜

』
に
は
登
場
し

ま
せ
ん
。
一
方
、
文
化
九
年
（
一
八
一
二
）
完
成
の
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
に
は
、
康

資
の
長
男
「
某
」
と
し

て
載
っ
て
い
て
、
「
永

禄
七
年
八
月
二
十
八
日
伊
豆
国
熱
海
の

医
王
寺
に
を
い
て
北
条
氏
康
が
た
め
に
自
殺
す
。
年
十
二
」
と
あ
り
ま
す
３

４

。 

 

『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
に
よ
る
と
、
太
田
道
灌
の
曽
孫
で
あ
る
康
資
（
武
庵
、
一
五

一
六
～
六
六
）
は
、
北
条
氏
康
に
属
し
た
の
で
す
が
、
永
禄
六
年
（
一
五
六
三
）
冬
に

氏
康
に
背
き
、
安
房
国
の
里
見
義
弘
に
仕
え
ま
し
た
。
駒
千
代
は
北
条
氏
の
領
国
で
あ

る
熱
海
に
取
り
残
さ
れ
た
ま
ま
北
条
氏
に
よ
っ
て
死
に
追
い
や
ら
れ
た
の
で
す
。
駒
千

代
の
弟
重
正
（
一
五
六
一
～
一
六
一
〇
）
は
、
父
に
従
っ
て
安
房
に
逃
れ
、
後
に
徳
川

家
康
に
仕
え
て
掛
川
藩
主
太
田
家
の
祖
と
な
り
ま
し
た
。 

 

で
は
、
『
寛
政
重
修

諸
家
譜
』
で
初
め
て
駒

千
代
の
名
前
が
登
場
し

た
の
で
し
ょ
う

か
。
と
す
れ
ば
、
資
言
の
一
行
が
熱
海
旅
行
で
駒
千
代
の
存
在
を
発
見
し
た
こ
と
に
な

る
の
で
す
が
、
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

正
徳

四
年

（

一
七

一
四

）
以

前
に

ま

と
め

ら
れ

た
『

太
田
家

記
』
３

５

に

は
、
太
田

 

３

３ 

前
掲
『
松
崎
慊
堂
』
巻
二
十
一
。 

３

４ 

前
掲
『
新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜 

第
四
』
三
百
七
十
三
頁
。 

３

５ 

国
立
公
文
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
。
国
立
公
文
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
『
平

成

二

九

年

度 

第

四

回

企

画

展 

「

太

田

道

灌

と

江

戸

」
』

で

は

『

太

田

家

記

』

を

「
一
八
世
紀
初
頭
に
作

成
さ
れ
た
編
纂
記
録
」

と
し
て
い
ま
す
。
『
太

田
家
記
』
本
文

の
後
に
付
さ
れ
て
い
る
太
田
家
系
図
に
は
資
順
が
藩
主
の
と
き
ま
で
記
さ
れ
て
い
ま
す

か
ら
、
系
図
は
十
八
世
紀
初
め
の
も
の
で
す
が
、
本
文
の
末
尾
に
「
一
本 

享
保
四
己
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康
資
の
惣
領
の
駒
千
代
が
学
問
の
た
め
に
熱
海
の
医
王
寺
に
い
た
と
こ
ろ
、
康
資
が
小

田
原
の
北
条
氏
と
手
切
れ
に
な
っ
た
た
め
、
小
田
原
か
ら
熱
海
へ
討
手
を
遣
わ
し
、
駒

千
代
は
永
禄
七
年
八
月
二
十
八
日
に
熱
海
で
自
害
し
た
、
と
の
記
述
が
あ
り
ま
す
。 

同

書

に

は

、

康

資

の

孫

に

当

た

る

資

宗

の

姉

で

井

上

政

重

に

嫁

し

た

妙

浩

院

が

、

安
房
に
逃
れ
た
康
資
か
ら
駒
千
代
に
「
早
く
逃
げ
ろ
」
と
い
う
連
絡
が
な
か
っ
た
た
め
、

駒
千
代
は
死
な
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で

、
「
駒
千
代
様
御
当
家

ニ
御
祟
被
成
候

也
」
（
駒
千
代
様
が
太

田
家
に
祟
っ
て
い
る
）

と
仰
せ
に
な
っ
た
、
と

も
記
し
て
い
ま

す
。 ま

た

、

医

王

寺

に

駒

千

代

の

墓

や

過

去

帳

が

あ

る

こ

と

を

、

宝

永

二

年

（

一

七

〇

五
）
に
藩
主
太
田
資
晴
が
熱
海
で
湯
治
し
た
と
き
に
確
認
し
た
と
い
う
記
述
も
『
太
田

家
記
』
に
あ
り
ま
す
。 

し

か

し

、

太

田

家

で

は

そ

の

後

、

駒

千

代

の

こ

と

は

忘

れ

ら

れ

て

し

ま

っ

た

よ

う

で
す
。
慊
堂
の
「
医
王
寺
閬
樹
公
墓
」
に
み
ら
れ
る
墓
地
の
荒
廃
、
資
言
の
受
け
た
シ

ョ
ッ
ク
の
大
き
さ
か
ら
、
当
時
の
太
田
家
は
駒
千
代
の
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
資
言
一
行
が
駒
千
代
に
つ
い
て
あ
ら
か
じ
め
知
っ
て
い
て
、
そ
の

調
査
を
目
的
に
熱
海
に
行
っ
た
と
し
た
ら
、
到
着
後
す
ぐ
に
医
王
寺
を
訪
れ
そ
う
な
も

の
で
す
が
、
到
着
後
二
十
日
近
く
経
っ
て
か
ら
訪
ね
た
と
い
う
こ
と
か
ら
も
、
一
行
は

駒
千
代
の
こ
と
を
知
ら
ず
に
熱
海
に
行
き
、
滞
在
中
に
知
っ
た
と
考
え
て
い
い
で
し
ょ

う
。 

 

茂
先
も
そ
の
一
員
だ
っ
た
文
化
五
年
の
熱
海
旅
行
は
、
駒
千
代
を
再
発
見
し
た
と
い

う
意
味
を
持
っ
て
い
た
の
で
す
。 

な

お

、

岩

瀬

文

庫

所

蔵

の

白

井

通

気

著

『

熱

海

温

泉

図

考

』

に

は

駒

千

代

の

「

墳

墓
之
銘
」
が
載
っ
て
い
て
、
そ
こ
に
は
文
化
五
年
八
月
に
太
田
資
順
が
墓
を
再
建
し
た

と
の
記
述
が
あ
り
ま
す
。
資
言
一
行
が
江
戸
に
帰
っ
て
藩
主
の
資
順
に
報
告
し
、
そ
れ

か
ら
す
ぐ
に
墓
が
再
建
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

 

亥
年
七
月
中
九
日
写
之 

此
本
書
ハ
正
徳
四
甲
午
年
六
月
上
旬
写
被
申
候
由
」
と
記
さ

れ
て
い
て
正
徳
四
年
に
写
さ
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
成
立
は
そ
れ
以
前
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。 
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三
、
『
掛
川
誌
稿
』 

ア
、
編
纂
の
契
機 

 

次
に
、
斎
田
茂
先
の
最
も
知
ら
れ
た
業
績
で
あ
る
『
掛
川
誌
稿
』
の
編
纂
に
つ
い
て

み
る
こ
と
に
し
ま
す
。
後
に
『
掛
川
誌
稿
』
と
呼
ば
れ
る
こ
と
に
な
る
地
誌
の
編
纂
に

掛
川
藩
が
着
手
し
た
の
は
、
藩
主
が
資
愛
か
ら
資
順
（
文
化
二
年
四
月
六
日
継
嗣
）
に

代
わ
っ
て
間
も
な
い
時
期
、
文
化
二
、
三
年
（
一
八
〇
六
、
〇
七
）
頃
と
さ
れ
ま
す
。 

編

纂

を

企

て

た

時

期

や

実

際

に

ス

タ

ー

ト

し

た

こ

と

を

示

す

史

料

は

見

当

た

り

ま

せ
ん
が
、
文
化
三
年
に
斎
田
小
源
太
（
茂
先
）
ら
が
家
代
、
仁
藤
、
下
俣
を
巡
村
調
査

し
て
お
り
、
『
掛
川
市

史 

中
巻
』
に
よ
る
と

、
こ
れ
は
地
誌
編
纂
の

た
め
と
い
う
こ

と
で

す
３

６

。
茂
先

は
藩

主
に
従
っ
て

掛
川

城
下

に

滞
在
し
て

い
る

間
、
先

頭
に
立
っ

て
巡
村
調
査
し
て
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

こ
の
巡
村
調
査
よ
り
少
し
前
、
享
和
三
年
（
一
八
〇
三
）
に
幕
府
は
昌
平
黌
に
地
誌

調
所
を
設
置
し
て
、
「

全
国
の
各
藩
及
び
幕
府

各
役
所
へ
向
け
て
地
誌
編
纂
に
着
手
す

べ

き

意

向

を

内

々

に

伝

え

た

」

と

、

白

井

哲

哉

著

『

日
本

近

世

地

誌

編

纂

史

研
究

』

３

７

は
記
し
て

い
ま

す
。

同

書
は

そ
の
前
提

と
し

て

、
松

平
定
信
の
「
風
土

記
」
構
想

が
あ
っ
た
と
も
指
摘
し
て
い
ま
す
３

８

。 

 

同

書
は

ま

た

、

幕

府

の

内

命
で

編

纂

さ

れ

た

と

確

定
・

推

定

で

き

る

地

誌

と

し
て

『

新

編

会

津

風

土

記

』
『

甲

斐

国

志

』
『

福

山

志

料

』

な

ど

十

八

書

を

挙

げ

て

い

ま

す

３

９

。
『
掛
川
誌
稿
』
は
こ
の
中
に
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
巡
村
調
査
の
時
期
か
ら
み

て
、
幕
府
の
内
命
に
応
じ
て
企
て
ら
れ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

享
和
年
間
の
掛
川
藩
主
は
太
田
資
愛
。
松
平
定
信
が
老
中
を
辞
任
し
た
後
も
定
信
政

権
の
方
針
を
受
け
継
い
だ
「
寛
政
の
遺
老
」
の
一
人
に
数
え
ら
れ
る
人
物
で
す
。
ま
た
、

資
愛
に
よ
っ
て
享
和
二
年
に
召
し
抱
え
ら
れ
た
松
崎
慊
堂
は
林
述
斎
の
弟
子
で
す
か
ら
、

述
斎
に
よ
る
地
誌
編
纂
の
企
て
を
よ
く
知
る
立
場
に
あ
っ
た
は
ず
で
す
。 

 

と
す
れ
ば
、
資
愛―

慊
堂
の
ラ
イ
ン
で
掛
川
藩
の
地
誌
編
纂
が
企
図
さ
れ
た
と
み
る

 

３

６ 

九
百
七
十
五
～
九
百
八
十
頁
。 

３

７ 

『
日
本
近
世
地
誌
編
纂
史
研
究
』
（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
四
年
）
百
四
十
二

頁
・
。 

３

８ 

同
右
書
百
三
十
六
頁
。 

３

９ 

同
右
書
百
六
十
一
～
百
六
十
四
頁
。 
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こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
、
具
体
化
す
る
前
の
文
化
元
年
（
一
八
〇
四
）
に
資
愛
は
死

去
し
て
し
ま
い
、
慊
堂
は
新
設
さ
れ
た
藩
校
の
運
営
に
忙
し
か
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

そ
こ
で
、
地
誌
の
担
当
者
に
選
ば
れ
た
の
が
、
屋
代
弘
賢
門
下
の
斎
田
茂
先
だ
っ
た
の

で
す
。
そ
れ
ま
で
掛
川
藩
と
は
何
の
縁
も
な
か
っ
た
慊
堂
よ
り
も
、
譜
代
の
藩
士
で
あ

る
茂
先
の
方
が
藩
領
の
さ
ま
ざ
ま
な
事
柄
に
詳
し
い
と
い
う
事
情
も
考
慮
さ
れ
た
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
『
掛

川
誌
稿
』
編
纂
の
立
案

に
慊
堂
が
深
く
関
わ
っ
て
い
た
と
考
え

れ
ば
、
茂
先
死
後
に
そ
の
仕
事
を
受
け
継
い
で
ほ
ぼ
完
成
さ
せ
た
山
本
忠
英
の
死
（
一

八
二
六
年
）
後
、
文
政
十
三
年
（
一
八
三
〇
）
十
一
月
四
日
の
「
篠
田
三
平
来
た
り
、

掛
川
志
稿
を
対
読
す
」
の
記
事
か
ら
天
保
十
年
（
一
八
三
九
）
四
月
八
日
に
「
掛
川
志

稿
（
十
三
・
十
四
）
を
校
し
お
わ
る
」
ま
で
、
慊
堂
が
『
掛
川
誌
稿
』
の
校
閲
に
取
り

組
ん

だ
４

０

こ
と
も

理
解

し
や
す

く
な

り
ま

す
。

自

ら
が
企
画

に
関
与
し
た

事
業
だ
か

ら
こ
そ
、
担
当
者
で
あ
る
茂
先
と
忠
英
の
死
後
は
自
ら
が
完
成
さ
せ
る
責
任
が
あ
る
と

考
え
て
、
多
忙
な
中
で
も
校
閲
に
励
ん
だ
の
で
し
ょ
う
。 

 

な

お

、

林

家

の

門

人

帳

『

升

堂

記

』
４

１

に

よ

る

と

、

文

化

八

年

一

月

十

六

日

に

「
松
崎
退
蔵
口
入
」
つ
ま
り
松
崎
慊
堂
の
紹
介
で
「
太
田
丈
三
郎
内 
斉
田
小
源
太
」

（
太
田
資
始
配
下
の
斎
田
茂
先
）
が
入
門
し
て
い
ま
す
。 

 

こ
れ
は
、
『
掛
川
誌

稿
』
編
纂
事
業
の
一
環

と
し
て
、
昌
平
黌
の
地

誌
編
纂
作
業
を

学
ば
せ
る
た
め
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
慊
堂
が
藩
の
地
誌
編
纂
に

関
わ
っ
た
こ
と
を
記
し
た
も
の
は
、
前
述
の
校
閲
の
記
事
し
か
見
当
た
ら
な
い
の
で
す

が
、
そ
れ
以
前
か
ら
必
要
に
応
じ
て
協
力
し
て
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

『
掛
川
市
史 

中
巻
』
は
、
将
軍
家
斉
が
文
化
七
年
（
一
八
一
〇
）
昌
平
坂
学
問
所

に
地
誌
局
を
設
け
、
文
政
七
年
（
一
八
二
四
）
に
『
新
編
武
蔵
国
風
土
記
稿
』
が
完
成

し
た
こ
と
を
も
っ
て
、
「
『
掛
川
誌
稿
』
の
編
纂
開
始
は
幕
府
の
地
誌
編
纂
よ
り
は
先
行

し
て

い
た

」
と

記
し

て

い
ま

す
４

２

。
し
か

し
、

完

成
時
点
と

開
始
時
点

を

比
べ
る
の

 

４

０ 

『
掛
川
誌
稿
（
全
）
』
（
名
著
出
版
、
一
九
七
二
年
）
「
あ
と
が
き
」
八
百
九
～
八

百
十
頁
。 

４

１ 

『
升
堂
記
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
）
翻
刻
な
ら
び
に
索
引
』
（
関
山
邦

宏
、
一
九
九
七
年
）
。 

４

２ 

九
百
八
十
六
頁
。 
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は
明
ら
か
な
誤
り
で
あ
り
、
ま
た
、
前
述
の
よ
う
に
享
和
元
年
（
一
八
〇
一
）
に
林
述

斎
の
建
議
を
契
機
と
し
て
掛
川
藩
が
地
誌
編
纂
事
業
に
着
手
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
幕
府

に
先
行
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。 

 

イ
、 

精
力
的
な
古
文
書
・
金
石
文
の
調
査 

 

『
掛
川
誌
稿
』
を
ざ
っ
と
読
ん
で
気
が
付
く
こ
と
は
、
『
万
葉
集
』
『
延
喜
式
』
『
和

名
類
聚
抄
』
『
吾
妻
鏡
』
『
宗
長
手
記
』
と
い
っ
た
多
く
の
書
に
目
を
通
し
て
い
る
と
と

も
に
、
古
文
書
、
金
石
文
、
口
碑
も
積
極
的
に
収
集
し
て
記
述
に
利
用
し
て
い
る
こ
と

で
す
。 

 

い
く
つ
か
例
を
挙
げ

れ
ば
、
巻
一
の
「
佐
野

郡
」
で
は
『
新
撰
姓
氏
録
』
『
旧
事
本

紀
』
「
続
日
本
紀
」
『
万
葉
集
』
『
延
喜
式
』
『
和
名
類
聚
抄
』
の
ほ
か
、
長
享
五
年
の
大

悲
山
の
金
鼓
（
鉦
）
と
天
文
十
九
年
の
下
西
郷
神
宮
寺
の
金
鼓
の
銘
文
、
慶
長
十
一
年

の
紺
屋
町
了
源
寺
の
顕

如
上
人
肖
像
の
裏
書
に

み
え
る
「
佐
野
」
（
佐
夜
、
佐
益
）
の

表
記
を
挙
げ
て
。
「
誤
テ
佐
乃
ト
訓
ス
ル
ハ
近
世
ノ
事
ナ
リ
」
（
「
さ
の
」
と
読
む
の
は

最
近
の
こ
と
で
あ
る
）
と
結
論
付
け
て
い
ま
す
４

３

。 

 

巻
四
の
「
山
口
郷
」
で
は
、
永
正
十
七
年
と
天
文
六
年
の
白
山
鰐
口
、
天
正
十
七
年

の
御
朱
印
定
書
、
慶
長
九
年
の
千
羽
村
検
地
帳
、
元
和
八
年
の
慶
雲
寺
証
文
、
明
応
五

年
の
長
松
院
文
書
を
参
照
し
、
山
口
郷
の
範
囲
を
「
西
ハ
馬
喰
村
ヨ
リ
以
東
駅
路
ノ
左

右
、
佐
野
ノ
中
山
菊
川
ニ
至
ル
マ
テ
ノ
諸
村
」
だ
と
断
じ
て
い
ま
す
４

４

。 

 

こ
の
ほ
か
、
後
述
す
る
よ
う
に
二
代
将
軍
徳
川
秀
忠
の
生
母
で
あ
る
西
郷
局
に
関
し

て
は
地
元
（
上
西
郷
村
）
の
口
碑
を
中
心
に
考
察
し
て
い
ま
す
。 

 

前
述
し
た
よ
う
に
茂
先
が
巡
村
調
査
す
べ
て
を
行
っ
た
と
は
考
え
難
く
、
史
料
の
収

集
を
熱
心
に
行
っ
た
巡
村
調
査
の
従
事
者
、
各
村
の
史
料
所
蔵
者
な
ど
の
協
力
が
あ
っ

て
は
じ
め
て
、
こ
の
よ
う
な
緻
密
な
記
述
が
で
き
た
の
で
す
。
と
は
い
え
、
協
力
者
の

集
め
た
も
の
を
含
む
多
く
の
史
料
に
当
た
っ
て
ま
と
め
た
茂
先
の
仕
事
は
、
高
く
評
価

さ
れ
る
べ
き
と
考
え
ま
す
。 

 
 

 

４

３ 

前
掲
『
掛
川
誌
稿 

全
翻
刻
』
十
八
頁
。 

４

４ 

同
右
書
、
九
十
七
頁
。 
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ウ
、
西
郷
局
の
記
述 

茂

先

は

『

掛

川

誌

稿

』

の

巻

首

か

ら

巻

六

ま

で

、

つ

ま

り

総

説

か

ら

佐

野

郡

ま

で

を
ま
と
め
た
の
で
す
が
、
四
十
二
歳
の
働
き
盛
り
で
亡
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ

の
後
は
山
本
忠
英
が
受
け
継
い
で
巻
七
か
ら
巻
十
四
ま
で
を
編
纂
す
る
と
と
も
に
、
巻

六
ま
で
に
つ
い
て
も
茂
先
編
纂
個
所
と
は
異
な
る
見
解
が
あ
る
場
合
は
「
附
録
」
と
し

て
自
ら
の
見
解
を
示
し
て
い
ま
す
。 

『

掛

川

誌

稿

』

の

中

で

茂

先

が
最

も

多

く

触

れ

て

い

る

人

物

が

西

郷

局

で

、

ま

た

、

山
本
忠
英
に
よ
る
「
附
録
」
も
西
郷
局
に
つ
い
て
か
な
り
の
分
量
を
記
し
て
い
ま
す
か

ら
、
こ
こ
で
両
者
の
記
述
を
み
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。 

茂

先

は

巻

二

で

日

根

上

郷

の

説

明

と

、

上

西

郷

村

（

現

掛

川

市

上

西

郷

）

の

五

社

明
神
、
曹
渓
山
法
泉
寺
、
西
郷
斎
宮
故
宅
、
鬢
セ
カ
谷
の
各
項
で
西
郷
局
に
触
れ
て
い

ま
す
４

５

。 

こ

の

う

ち

西

郷

斎

宮

故

宅

（

現

在

の

上

西

郷

の

構

江

地

区

）

の

項

で

「

按

西

郷

氏

ハ
世
々
三
州
ニ
ア
リ
シ

カ
、
イ
ツ
ノ
頃
ヨ
リ
此

ニ
移
居
セ
シ
カ
詳
ナ
ラ

ス
」
「
台
徳
大

君
（
※
徳
川
秀
忠
の
こ
と
）
ノ
御
産
母
西
郷
局
ト
申
セ
シ
モ
、
西
郷
氏
ノ
女
ニ
テ
ア
リ

シ
ト
イ
ヘ
ハ
」
と
記
し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
三
河
の
西
郷
氏
が
い
つ
の
頃
か
上
西
郷

村
に
移
住
し
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
、
秀
忠
の
生
母
西
郷
局
も
西
郷
氏
の
娘
だ
と
い
わ
れ

て
い
る
、
と
い
う
の
で
す
。 

ま
た
、
曹
渓
山
法
泉
寺

の
項
で
は
、
「
即
西
郷

斎
宮
ト
云
ヒ
シ
人
ノ
夫
婦
ニ
テ
、
西

郷
局
の
双
親
ナ
ル
ニ
ヨ
リ
」
と
、
西
郷
斎
宮
と
い
う
人
の
夫
婦
は
西
郷
局
の
両
親
だ
と

し
て
い
ま
す
。 

ま

と

め

れ

ば

、

三

河

西

郷

氏

の

一

族

が

上

西

郷

村

に

移

住

し

、

そ

の

西

郷

氏

か

ら

西
郷
局
が
生
ま
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
茂
先
は
西
郷
斎
宮
故
宅
の
項
で
「
此

西
郷
氏
ノ
事
蹟
ハ
、
其
家
ニ
存
ス
ヘ
ケ
レ
ト
、
唯
俚
俗
ノ
伝
説
ヲ
記
ス
」
と
註
記
し
て

い
ま
す
か
ら
、
上
西
郷
村
で
西
郷
局
は
こ
の
よ
う
に
伝
え
ら
れ
て
い
た
の
で
す
。 

一
方
、
『
寛
政
重
修
諸

家
譜
』
で
は
、
西
郷
局

は
上
西
郷
村
の
戸
塚
忠

春
の
娘
と
し

て
生
ま
れ
、
忠
春
死
後
に
服
部
（
蓑
）
正
尚
の
養
女
と
な
り
、
三
河
の
西
郷
義
勝
に
嫁

し
た
の
で
す
が
義
勝
が
戦
死
。
そ
の
後
義
勝
の
叔
父
西
郷
清
員
の
養
女
と
し
て
徳
川
家

 

４

５ 

前
掲
『
掛
川
誌
稿 

全
翻
刻
』
四
十
～
四
十
三
頁
。 
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康
の
側
室
と
な
っ
た
と
し
て
い
ま
す
。 

ま

た

、

山

本

忠

英

は

「

附

録

」

で

、

徳

川

家

の

妻

妾

な

ど

を

ま

と

め

た

『

以

貴

小

伝
』
に
基
づ
い
て
西
郷

局
に
つ
い
て
記
し
て
い

ま
す
が
、
『
以
貴
小
伝
』
の
西
郷
局
の

記
事
は
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
に
基
づ
い
て
い
る
の
で
す
。 

前

述

の

よ

う

に

茂

先

は

『

寛

政

重

修

諸

家

譜

』

編

纂

に

提

出

す

る

太

田

氏

の

系

譜

に
関
わ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
す
が
、
な
ぜ
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
の
西
郷
氏
の
系

譜
を
参
照
し
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
同
書
は
茂
先
が
文
化
十
二
年
（
一
八
一
五
）

に
亡
く
な
る
前
の
同
九
年
に
完
成
し
て
い
る
の
で
す
か
ら
、
屋
代
弘
賢
あ
る
い
は
松
崎

慊
堂―

林
述
斎
と
い
っ
た
ル
ー
ト
を
使
え
ば
、
一
藩
士
で
あ
る
茂
先
で
も
閲
覧
は
可
能

だ
っ
た
で
し
ょ
う
。
な

お
、
『
以
貴
小
伝
』
は
成
立
年
が
不
明
で
、
茂

先
の
生
前
に
同

書
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。 

で

は

、

な

ぜ

茂

先

は

『

寛

政

重

修

諸

家

譜

』

を

参

照

し

な

か

っ

た

の

で

し

ょ

う

か

。

お
そ
ら
く
茂
先
も
同
書
の
西
郷
局
の
記
述
に
つ
い
て
耳
に
す
る
機
会
は
あ
っ
た
で
し
ょ

う
。
と
す
れ
ば
『
掛
川
誌
稿
』
の
記
述
を
書
き
直
そ
う
と
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
、
公
務

や
書
道
研
究
に
時
間
を
割
い
て
い
る
う
ち
に
病
に
倒
れ
て
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
推
測
し
ま
す
。 

 

西
郷
局
の
出
自
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
西
郷
局
の
出
自
と
構
江
屋
敷
に
関
す
る
一
考

察
」
４

６

で
、

西
郷

氏
と

は
関
係

な
く

『
寛

政
重

修
諸
家

譜
』

や
『

以
貴
小

伝
』
が
記

し
て
い
る
内
容
は
誤
り
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。 

 

お
わ
り
に 

 

斎
田
茂
先
は
『
公
家
譜
牒
』
編
纂
の
た
め
に
各
方
面
か
ら
史
料
の
入
手
に
尽
力
し
、

ま
た
、
巡
村
調
査
な
ど
で
得
ら
れ
た
詳
細
な
知
見
を
『
掛
川
誌
稿
』
巻
一
～
巻
六
ま
で

に
ま
と
め
る
な
ど
、
太
田
家
や
佐
野
郡
の
研
究
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。 

 

も
ち
ろ
ん
現
在
か
ら
み
れ
ば
史
料
批
判
な
ど
十
分
で
な
い
点
も
少
な
く
な
い
の
で
す

が
、
研
究
の
積
み
重
ね
が
ほ
と
ん
ど
な
い
時
代
に
お
け
る
茂
先
ら
の
研
究
は
、
郷
土
史

な
ど
の
研
究
の
先
駆
け
と
し
て
現
在
で
も
参
照
す
べ
き
点
が
数
多
く
あ
る
と
い
っ
て
い

い
で
し
ょ
う
。 

 

４

６ 

『
静
岡
産
業
大
学
情
報
学
部
研
究
紀
要 

一
八
号
』
（
二
〇
一
六
年
）
所
収
。 



21 

 

 
茂
先
は
前
稿
で
み
た
よ
う
に
書
道
研
究
に
も
熱
心
で
、
手
掛
け
て
い
た
い
く
つ
も
の

仕
事
を
残
し
て
四
十
二
歳
で
病
に
倒
れ
て
立
ち
上
が
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

本
稿
で
み
た
歴
史
研
究
で
も
『
掛
川
誌
稿
』
が
未
完
成
の
ま
ま
で
し
た
か
ら
、
そ
の
無

念
さ
は
想
像
す
る
に
余
り
あ
り
ま
す
。 

 

茂
先
が
せ
め
て
六
十
歳
頃
ま
で
生
き
る
こ
と
が
で
き
た
な
ら
、
書
道
や
歴
史
の
研
究

に
さ
ら
に
大
き
な
成
果
を
挙
げ
、
全
国
的
に
も
名
を
知
ら
れ
る
学
者
に
な
っ
て
い
た
こ

と
で
し
ょ
う
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
了
） 


